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玉
川
村
議
会
９
月
定
例
会
は
９
月
６
日

か
ら
13
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例
改
正
や
補
正
予

算
な
ど
の
議
案
14
件
、
決
算
の
認
定
等
７

件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
６
名
の
議
員
が

登
壇
し
、
村
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し

た
。

あらまし

各 会計の決算状況
会　　計　　別 歳入決算額 歳出決算額 収入未済額

（滞納額）
一　般　会　計 36億1,241万円 34億3,246万円 9,533万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 8億5,135万円 7億6,264万円 2,485万円
介 護 保 険 5億9,667万円 5億7,695万円 221万円
後 期 高 齢 者 医 療 5,698万円 5,631万円 　　　　―
農 業 集 落 排 水 2億6,500万円 2億5,754万円 857万円
合 　 　 　 計 53億8,243万円 50億8,592万円 1億3,096万円
前 年 度 合 計 60億3,263万円 57億2,440万円 1億4,267万円
前 年 対 比 89.2％ 88.8% 91.7%

４つの健全化判断比率でチェック

　国で示す基準値を超えた場合は、財政的に「危険」だとみなされ改善に向けた計画を作成しなければな
りません。

指　標 内　容
30年度 29年度 比　較 早期健全化

基準① ② ①－②

実 質 赤 字 比 率 一般会計を中心とした
赤字の割合 赤字なし 赤字なし ─ 15％

連結実質赤字比率 全ての会計の赤字の割合 赤字なし 赤字なし ─ 20％

実 質 公 債 費 比 率 年間の借金返済額の割合 9.8％ 8.7％ 1.1％ 25％

将 来 負 担 比 率 将来負担が見込まれる
負債の割合 49.3％ 39.8％ 9.5％ 350％

監査委員による主要な施策の成果の検証

（１万円未満切り捨て）

（3） 令和元年10月24日議 会 だ よ り
　

一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳

入
で
36
億
１
２
４
１
万
円
、

歳
出
で
34
億
３
２
４
６
万
円

に
な
り
、
翌
年
度
に
繰
り
越

す
べ
き
財
源
を
除
き
、
実
質

収
支
額
は
１
億
５
９
５
４
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
の
決
算

は
、歳
入
で
17
億
７
千
万
円
、

歳
出
で
16
億
５
３
４
５
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
も
、

各
会
計
と
も
に
黒
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

決
算
の
概
要

　

ま
た
、
健
全
化
判
断
比
率

及
び
資
金
不
足
比
率
の
指
標

で
は
、
基
準
を
下
回
る
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。



質

　

疑

　

応

　

答

（4）令和元年10月24日 議 会 だ よ り

線
活
性
化
対
策
事
業
で
今
ま

で
２
回
、
ト
イ
レ
設
置
の
要

望
を
し
た
が
そ
の
経
過
は
。

住
民
課
長

答　
Ｊ
Ｒ
で
新
し
い
駅
舎

に
改
築
し
た
。
村
と
し
て
も

Ｊ
Ｒ
に
ト
イ
レ
設
置
要
望
し

て
い
る
。
水
郡
線
活
性
化
対

策
事
業
の
上
層
で
あ
る
福
島

県
鉄
道
活
性
化
事
業
へ
も
働

き
掛
け
て
い
く
。

小
林
議
員

　
問　
不
納
欠
損
処
分
、
４

年
間
で
３
３
５
６
万
２
０
１

１
円
は
、
時
効
に
よ
る
も
の

か
。税

務
課
長

答　
不
納
欠
損
は
年
々
減

  平成30 年度決算
小
林
議
員

　
問　
住
民
監
査
請
求
５
件

（
４
件
却
下
、
１
件
棄
却
）

の
内
容
と
理
由
は
。

代
表
監
査
委
員

答　
却
下
①　

村
の
自
動

販
売
機
に
つ
い
て

理
由　
具
体
的
、
客
観
的
理

由
で
請
求
さ
れ
て
い
な
い
。

却
下
②　
玉
川
村
社
会
福
祉

協
議
会
補
助
金
に
つ
い
て　

理
由　
違
法
、
不
当
な
公
金

支
出
で
は
な
い
。

却
下
③　
玉
川
村
農
産
物
加

工
施
設
の
雇
用
通
知
書
に
つ

い
て

理
由　
財
務
会
計
上
の
行
為

で
な
い
た
め
。

却
下
④　
不
納
欠
損
処
分
に

つ
い
て

理
由　
行
政
判
断
に
対
す
る

主
観
的
見
解
で
あ
る
た
め
。

棄
却
①　
損
害
賠
償
金
の
支

払
い
に
つ
い
て

理
由　
福
島
県
土
木
工
事
標

準
積
算
基
準
に
て
算
出
し
た

金
額
で
妥
当
で
あ
る
。

石
井
議
員

　
問　
道
の
駅
地
域
資
源
販
売

力
強
化
事
業
１
２
５
４
万
８

４
４
８
円
は
ど
の
よ
う
な
事

業
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
し
た
の
か
。

産
業
振
興
課
長

答　
道
の
駅
販
売
力
強
化

事
業
、
生
産
、
加
工
団
体
育

成
事
業
、
６
次
化
商
品
販
売

開
拓
Ｐ
Ｒ
事
業
。

小
林
議
員

　
問　
財
政
調
整
積
立
金
は

29
年
度
に
対
し
１
億
６
３
０

０
万
円
減
っ
て
い
る
が
、
適

正
な
積
立
金
は
10
％
～
15
％

く
ら
い
と
思
う
が
、
こ
れ
は

何
％
か
。

総
務
課
長

答　
30
年
度
決
算
に
お
け

る
財
政
調
整
積
立
金
は
21
・

３
％
。
29
年
度
28
・
２
％
で
、

今
年
は
下
が
っ
て
い
る
。

小
林
議
員

　
問　
21
・
３
％
に
は
分
母

と
分
子
が
あ
る
が
、
分
母
は

何
か
。

総
務
課
長

答　
標
準
財
政
規
模
（
＊
１
）

と
い
わ
れ
る
も
の
。

（
＊
１
）
標
準
税
収
入
額
な
ど
に

普
通
交
付
税
を
加
算
し
た
額
。

三
瓶
議
員

　
問　
公
共
交
通
関
係
の
水
郡

少
し
て
い
る
。
一
番
多
く
占

め
る
の
は
固
定
資
産
税
で
あ

り
、
所
在
不
明
に
な
っ
て
い

る
会
社
の
所
在
調
査
、
財
産

調
査
を
し
て
い
る
。

小
林
議
員

　
問　
万
策
尽
き
て
の
不
納

欠
損
か
。

税
務
課
長

答　
不
納
欠
損
の
要
件
は

財
産
が
無
い
と
き
、
生
活
が

著
し
く
貧
ひ
ん
き
ゅ
う窮す
る
と
き
の
要

件
を
満
た
し
た
と
き
。

小
林
議
員

　
問　
路
線
バ
ス
で
村
内
を

運
行
す
る
３
路
線
を
運
営
す

る
福
島
交
通
に
対
し
１
６
０

３
万
６
９
４
８
円
だ
が
、
村

内
の
バ
ス
利
用
者
数
は
。

住
民
課
長

答　
平
均
乗
車
密
度
で
小

野
石
川
線
１
便
１
・
４
人
。

竜
崎
石
川
線
１
便
１
・
２
人
。

母
畑
石
川
線
１
便
１
・
３
人
。

実績・成果に ついて問う!!
　内容は・ 結果は？

審　議

トイレが必要な泉郷駅
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結
果
と
そ
の
対
策
は
。　

住
民
課
長

答　
阿
武
隈
川
、
金
波
川
、

泉
郷
川
、
東
川
で
実
施
。
結

果
は
環
境
基
準
値
を
下
回
っ

て
い
る
。

大
和
田
議
員

　
問　
食
品
等
放
射
性
物
質

簡
易
検
査
の
実
施
で
、
基
準

値
超
件
数
12
件
の
内
容
と
、

今
後
の
必
要
性
は
。

住
民
課
長

答　
椎
茸
、
し
め
じ
等
の

き
の
こ
類
、
た
け
の
こ
、
こ

し
あ
ぶ
ら
、猪
肉
等
。
毎
年
、

基
準
値
超
が
あ
る
状
況
か

ら
、
今
後
も
検
査
が
必
要
。

  平成30 年度決算
小
林
議
員

　
問　
本
村
事
故
発
生
状
況

（
平
成
30
年
１
月
～
12
月
）

は
発
生
件
数
７
件
で
前
年
比

△
12
件
だ
が
、
平
成
29
年
の

発
生
件
数
は
１
４
８
件
と

な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
か
。

住
民
課
長

答　
福
島
県
と
県
警
で
公

表
し
て
い
る
件
数
が
７
件
。

飯
島
議
員

　
問　
住
民
基
本
台
帳
関
係

で
、
玉
川
村
は
世
帯
数
が
増

加
し
人
口
は
減
少
し
て
い

る
。
世
帯
数
の
昨
年
と
の
増

減
は
。

食品等放射性物質簡易検査

住
民
課
長

答　
10
世
帯
増
加
し
た
。

飯
島
議
員

　
問　
外
国
人
は
合
計
で
69
人

い
る
が
、
そ
の
サ
ー
ク
ル
等
の

対
応
は
あ
る
の
か
。
そ
の
他
の

国
２
人
と
あ
る
が
ど
こ
か
。

住
民
課
長

答　
外
国
人
の
サ
ー
ク
ル

及
び
、
そ
の
他
の
国
は
把
握

し
て
い
な
い
。

小
林
議
員

　
問　
環
境
衛
生
の
河
川
水

質
検
査
の
実
施
場
所
と
検
査

小
林
議
員

　
問　
屋
内
遊
び
場
管
理
事

業
委
託
料
で
３
３
２
万
７
３

９
８
円
。
村
内
、
村
外
の
利

用
者
数
は
。

健
康
福
祉
課
長

答　
平
成
30
年
度
利
用
者

２
万
３
５
６
８
人
。
村
内

１
７
６
８
人
（
７
・
５
％
）、

村
外
２
万
１
８
０
０
人
。

三
瓶
議
員

　
問　
企
画
費
の
企
業
誘
致
関

係
で
、
学
校
を
卒
業
し
て
も
働

く
企
業
が
な
く
て
は
村
外
に

出
て
し
ま
う
。
村
と
し
て
も

も
っ
と
強
く
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
欲
し
い
と
要
望
す
る
。

産
業
振
興
課
長

答　
村
と
し
て
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
が
、
議

員
か
ら
も
情
報
が
あ
っ
た
ら

教
え
て
欲
し
い
。

車
田
議
員

　
問　
企
業
誘
致
関
係
で
福

島
県
企
業
立
地
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
し
て
、
本
村
で
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
必
要
か
。

村
長

答　
玉
川
村
で
は
３
か
所

Ｐ
Ｒ
を
し
た
。
２
０
０
社
の

企
業
が
参
加
し
反
応
は
な

か
っ
た
が
、
去
年
９
月
に
１

社
と
話
し
今
日
、
玉
川
村
に

来
た
い
と
連
絡
が
あ
っ
た
。

車
田
議
員

　
問　
企
画
費
の
女
性
か
ら

見
た
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
事

業
で
予
算
２
万
９
５
６
４

円
。
会
議
を
７
回
実
施
。
貴

重
な
人
材
を
集
め
た
団
体
で

研
修
な
ど
を
実
施
し
て
は
。

村
長

答　
以
前
か
ら
開
催
さ
れ

て
い
る
が
仕
事
を
持
ち
、
子

育
て
し
な
が
ら
負
担
を
抱
え

て
行
っ
て
い
る
。
視
察
研
修

に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。
午

後
５
時
の
音
楽
も
、
研
究
会

の
提
案
で
「
お
い
で
よ
、
玉

川
村
」
に
変
え
た
。

実績・成果に ついて問う!!
　内容は・ 結果は？

審　議
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質

　

疑

　

応

　

答

石
井
議
員

　
問　

道
の
駅
販
売
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
事
業
、
１
４
９
万

６
７
０
４
円
の
内
容
は
。

産
業
振
興
課
長

答　
①
出
張
イ
ベ
ン
ト
机

用
シ
ー
ト
や
幕
の
Ｐ
Ｒ
用
の

装
飾
品
。
②
道
の
駅
店
舗
内

で
の
総
菜
等
の
大
き
な
ポ
ッ

プ
作
成
。
③
さ
る
な
し
を
入

れ
る
返
礼
品
の
箱
の
作
成
。

石
井
議
員

　

問　
さ
る
な
し
高
付
加
価

値
化
支
援
事
業
１
５
０
万
円

の
内
容
は
。

産
業
振
興
課
長

答　
大
学
連
携
に
よ
る
さ

る
な
し
の
実
や
葉
の
調
査
・

分
析
、ウ
イ
ン
ナ
ー
の
試
作
。

加
工
場
や
ト
イ
レ
整
備
事
業

に
も
使
用
し
て
い
る
。

三
瓶
議
員

　
問　
労
働
諸
費
予
算
の
就
職

情
報
の
提
供
及
び
就
職
相
談

室
を
開
設
し
た
そ
の
内
容
は
。

産
業
振
興
課
長

答　
須
賀
川
職
業
安
定
所

か
ら
の
求
人
情
報
を
役
場
窓

口
に
フ
ァ
イ
ル
を
設
置
し
て

情
報
公
開
し
て
い
る
。

小
林
議
員

　
問　
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
事
業
で
、
前
年

度
は
畑
５
９
３
７
㎡
あ
っ

た
が
、
30
年
度
は
田
に
組
み

入
れ
ら
れ
て
い
る
。
交
付
金

は
、
畑
で
３
・
５
円
、
田
は

８
円
と
あ
る
が
ど
う
い
う
こ

と
か
。

産
業
振
興
課
長

答　
田
の
総
面
積
に
畑
が

含
ま
れ
て
い
る
。
畑
５
９
３

７
㎡
で
単
価
は
３
・
５
円
。

総
面
積
は
昨
年
度
と
同
じ
。

小
林
議
員

　
問　
田
に
畑
が
含
ま
れ
て

い
る
の
は
間
違
い
で
は
。

産
業
振
興
課
長

答　
誤
り
で
あ
る
。
地
目

は
田
だ
が
、
現
況
は
施
設
ハ

ウ
ス
で
ト
マ
ト
を
作
っ
て
い

る
畑
で
あ
る
。

大
和
田
議
員

　
問　
家
畜
防
疫
対
策
事
業

で
、
昨
年
よ
り
単
価
が
上

が
っ
た
理
由
は
。

産
業
振
興
課
長

答　
注
射
代
が
上
が
っ
た

た
め
。

大
和
田
議
員

　
問　
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

で
、
わ
な
の
資
格
が
な
い
と

で
き
な
い
た
め
、
各
地
区
３

名
ほ
ど
資
格
を
取
っ
て
や
れ

れ
ば
よ
い
。
昨
年
度
は
そ
の

よ
う
な
方
が
い
た
か
。

産
業
振
興
課
長

答　
30
年
度
は
い
な
か
っ

た
が
今
年
は
２
名
の
希
望
が

あ
っ
た
。
テ
キ
ス
ト
代
は
補

助
す
る
。

石
井
議
員

　
問　
福
島
県
緊
急
雇
用
創

出
基
金
事
業
で（
株
）こ
ぶ

し
の
里
に
委
託
し
た
７
５
０

万
４
７
１
８
円
は
、
29
年
で

終
わ
り
と
聞
い
た
が
、
こ
れ

は
何
年
ま
で
続
く
の
か
。

産
業
振
興
課
長

答　
29
年
度
の
実
績
報
告

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
に
、
来

年
か
ら
の
事
業
は
厳
し
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
が
、
30
年
度
の
予
算

要
請
が
認
め
ら
れ
た
。
30
年

度
の
実
績
報
告
で
令
和
元
年

の
要
請
が
認
め
ら
れ
た
。
た

だ
し
、
基
金
事
業
な
の
で
基

金
が
な
く
な
れ
ば
終
わ
る
。

小
林
議
員

　
問　
国
有
林
野
貸
付
契
約

更
新
に
つ
い
て
、
南
須
釜
青

井
沢
国
有
林
貸
付
料
６
万
２

０
０
０
円
は
何
か
。

産
業
振
興
課
長

答　
村
道
と
し
て
使
用
や
、

東
野
の
清
流
の
遊
歩
道
と
し

て
使
用
し
て
い
る
。
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質

　

疑

　

応

　

答

渡
邊
議
員

　
問　
玉
川
結
婚
相
談
所
の

未
婚
男
女
交
流
会
に
、
男
子

９
名（
村
内
）、女
子
８
名（
村

内
外
）
の
内
容
及
び
、
補
助

金
０
円
と
は
ど
う
し
て
か
。

公
民
館
長

答　
須
賀
川
市
内
で
飲
食

を
し
て
交
流
会
を
実
施
し

た
。
補
助
金
０
円
は
、
昨
年

度
の
繰
越
金
30
万
円
で
対
応

し
た
。

大
和
田
議
員

　
問　

公
民
館
事
業
の
ロ

ビ
ー
活
用
事
業
で
ロ
ビ
ー
に

玉
川
ふ
る
さ
と
館
が
あ
り
、

飛
行
機
の
展
示
が
さ
れ
て
い

て
当
初
は
見
た
り
触
れ
た
り

し
て
い
た
が
、
今
で
は
あ
ま

り
入
る
方
も
見
か
け
な
い
。

大
き
な
ス
ペ
ー
ス
な
の
で
、

寄
贈
さ
れ
た
方
の
理
解
が
頂

け
る
の
で
あ
れ
ば
、
別
の
利

用
を
考
え
る
べ
き
で
は
。

小
林
議
員

　
問　
道
路
維
持
費
は
昨
年

66
・
７
％
で
執
行
率
が
悪

か
っ
た
が
、
今
年
度
は
86
・

４
％
と
良
く
な
っ
て
い
る
。

住
民
に
対
し
イ
ン
フ
ラ
整
備

は
十
分
だ
っ
た
の
か
。
路
肩

の
土
、
の
り
面
の
草
木
等
、

以
前
に
も
質
問
し
た
が
、
答

弁
は
作
業
員
が
や
る
と
い
っ

た
が
、
全
然
実
行
さ
れ
て
い

な
い
。
区
長
か
ら
言
わ
れ
な

く
て
も
や
る
べ
き
で
は
。

地
域
整
備
課
長

答　
直
接
要
望
は
な
か
っ

た
が
、
区
長
と
連
絡
を
取
っ

て
対
応
し
て
い
く
。

小
林
議
員

　
問　
住
宅
使
用
料
収
入
額

に
つ
い
て
、
収
入
額
に
対
し

未
納
額
２
７
３
５
万
７
５
６

３
円
は
収
入
額
の
73
％
に
な

る
。
規
則
や
入
居
時
の
契
約

書
に
基
づ
い
て
徴
収
し
て
い

る
か
。

地
域
整
備
課
長

答　
督
促
、
催
促
、
電
話

連
絡
等
行
っ
て
い
る
が
、
な

お
一
層
の
未
納
額
減
少
に
努

力
し
て
い
く
。

村
長

答　
空
港
の
あ
る
村
と
し

て
寄
贈
さ
れ
た
が
、
令
和
の

時
代
を
迎
え
、
担
当
課
で
検

討
し
て
い
く
。

三
瓶
議
員

　
問　
玉
川
村
結
婚
相
談
所

の
事
業
は
大
変
難
し
い
事
業

で
は
あ
る
が
、
少
子
化
対

策
の
基
本
で
あ
る
た
め
、
努

力
さ
れ
る
よ
う
強
く
希
望
す

る
。小

針
議
員

　
問　
公
民
館
事
業
で
文
化

講
演
会
の
福
田
こ
う
へ
い
コ

ン
サ
ー
ト
は
大
変
好
評
だ
っ

た
が
、
村
民
の
方
で
チ
ケ
ッ

ト
が
購
入
で
き
な
か
っ
た
と

聞
い
た
。
今
後
の
対
応
と
今

年
の
予
定
は
。

公
民
館
長

答　
２
年
に
１
度
の
開
催

で
、
今
年
度
は
予
定
し
て
い

な
い
。
チ
ケ
ッ
ト
の
問
題
は

今
後
検
討
す
る
。

石
井
議
員

　
問　
総
務
課
で
記
載
し
て

い
る
１
２
５
４
万
８
４
４
８

円
と
、
産
業
振
興
課
で
記
載

し
て
い
る
金
額
に
差
が
あ
る

の
は
な
ぜ
か
。
み
ら
い
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
に
補
助
し
て
い
る

か
。産

業
振
興
課
長

答　
主
要
な
施
策
の
記
載

な
の
で
１
円
ま
で
合
致
す
る

こ
と
は
な
い
。
み
ら
い
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
へ
の
道
の
駅
地
域

資
源
販
売
力
強
化
事
業
で
の

補
助
は
な
い
。

ふるさと館にある飛行機
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監 査 委 員 決 算 審 査  報 告 並 び に 意 見

　一般・特別会計の滞納金総額は1億3098万4千円で、対前年比11,712千円の減少となり、
また不納欠損処分も、各税目合計 6,571 千円と、対前年比で 2,407 千円減少し、年々滞納
対策へ取組の成果が感じられる。
　しかし、まだまだ高水準で推移しているため、滞納したら即対処し、多額の滞納金に
ならないよう早期対応に心掛けること。また滞納者の実態を的確に把握して適切な滞納
整理を行い、収入未済額の圧縮及び各課で情報の共有化を図り、村民の義務としての納
税意識を向上させ、不公平感の発生しないよう徴収体制を更に充実させていただきたい。
　平成 29 年度から軽自動車税・国保税・村民税・固定資産税のコンビニ納付が可能になっ
たことで、毎年口座振替が減少・コンビニ収納が増加し、口座振替 12,133 件 203,290 千円（対
前年比 437 件減）、コンビニ収納 4,279 件 65,717 千円（〃 503 件増）となっている。また
収納割合は、口座振替 54%・現金 46%（うちコンビニ 40.1%・金融機関窓口 59.9%）。
　未登記件数、年度末 241 筆。毎年過年度分が処理され減少しているが、まだまだ残っ
ているため、未登記件数の早期解消に努めていただきたい。
　今後は玉川地区の農業集落排水事業、上水道事業における水源開発、庁舎や学校給食
施設建設・中学校統合等の大規模事業が控えているため、全職員が今まで以上に一丸と
なって財政の健全化に向けた取り組みを進めるとともに、村民福祉の向上を目指し、適
切かつ効率的な事務の執行に努められるよう希望する。

一般会計・特別会計

～滞納整理の早期対応を望む～

淀ノ目橋の現状の聞き取り 消防団吉分団の屯所監査
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監 査 委 員 決 算 審 査  報 告 並 び に 意 見

　平成 30 年度における給水戸数は 1,839 戸（対前年比 7 戸増）となり、給水人口は 5,321
人（〃 5 人増）となった。年間配水量は 614,925㎥と、対前年比 1,754㎥の減となった。
経常収支は、収益的収入が 2 億 91 万 9 千円、収益的支出が 1 億 9451 万 9 千円で、純利
益は 6400 千円となった。しかし、上水道事業単独では赤字であり、一般会計からの補助
金（今年度 9010 万 2 千円）により収益が出る構造になっている。資本的収支では、資本
的収入が 7896 万円、資本的支出が 1 億 7874 万 8 千円で不足額 9978 万 8 千円は、当年度
消費税資本的収支調整額 7339 千円及び過年度損益勘定留保資金 9244 万 9 千円で補填さ
れている。
　本村の水道料金は供給単価が 188.60 円に対し、給水原価が 373.57 円となっており、1
立方メートル当たり184.97円の持ち出しとなっている。対前年比18.71円改善しましたが、

「原水及び浄水費」のうち修繕費で 5,892 千円、「資産減耗費」のうち固定資産除却費 7,509
千円減少しているのが大きな要因である。構造上水源確保に対する投資額が大きいため、
給水収益で補えないことが逆ザヤ要因であるが、できる限り業務改善と漏水対策に取り
組むべきと考える。
　滞納額は 15,963 千円と対前年比 139 千円増加したので、早期対応に心掛け、適切な滞
納整理を行い、滞納金の圧縮に一層努力されることを強く要望する。
　今後も、四辻水源活用、石川町の浄水場建設負担金、老朽配水管の布設替工事（27.6%
済）も見込まれているので、滞納金の発生防止・回収、料金の見直しや更なるコスト削
減等に努めていただきたい。
　※紙面の都合上、一部要約しています。

上水道事業会計

円谷兼一氏

人権擁護委員の
　　推薦への意見

教育委員の任命の同意

　前任委員の辞任に伴い、大
木真由美氏（中）を法務大臣に
候補者として推薦するため、
議会の意見を求められました。
審議の結果、全会一致で適任
者であることを決定しました。

　任期満了となる
玉川村教育委員会
委員の後任に円谷
兼一氏（南須釜）が
全会一致で同意さ
れました。
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答　
国
よ
り
交
付
税
が
一
括

し
て
須
賀
川
市
に
交
付
さ
れ

る
。
本
年
交
付
税
が
減
額
さ

れ
た
た
め
、
構
成
市
町
村
で

不
足
分
を
負
担
し
た
。

　

今
後
も
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
。

問　
観
光
費
64
万
３
千
円

の
修
繕
料
の
内
容
は
。

答　
①
乙
字
ケ
滝
の
お
堂
の

階
段
を
枕
木
で
修
繕
す
る
も

の
。

②
乙
字
ケ
滝
の
新
駐
車
場
に

看
板
を
設
置
す
る
も
の
。

③
工
業
団
地
の
和
式
の
ト
イ

レ
を
洋
式
に
す
る
も
の
。

　

施
設
等
利
用
給
付
に
つ
い

て
虚
偽
の
報
告
が
あ
っ
た
場

合
に
過
料
を
課
す
規
定
を
設

け
る
。

塩
澤
議
員　

過
料
の
基
準

は
あ
る
の
か
。
ま
た
判
断
は

誰
が
す
る
の
か
。

答　
過
料
の
基
準
は
な
い
。

判
断
は
村
長
。

小
林
議
員　

公
立
岩
瀬
病

院
分
賦
金
及
び
出
資
金
２
６

６
万
３
千
円
。
当
初
予
算
よ

り
多
い
の
は
な
ぜ
か
。

☆
文
化
体
育
館
修
繕
２
７
３

万
４
千
円

☆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
シ

ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託
料

　
４
８
８
万
５
千
円

☆
村
道
維
持
補
修
工
事
４
０

０
万
円

☆
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
改
修

　
３
１
９
万
円

☆
住
宅
修
繕
２
１
０
万
円

☆
消
防
屯
所
建
築
工
事
27
万

６
千
円

　
起
立
全
員
で
可
決
決
定
し

た
。

［
審
　
議
］

8618万9千円増額し、総額41 億 2470万3千円とした
主な補正内容と金額

議
案
第
45
号

議
案
第
46
号

補
正
に
よ
る
主
な
事
業

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

法
に
基
づ
く
過
料
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

問　
村
道
維
持
補
修
工
事

４
０
０
万
円
の
補
正
増
の
理

由
と
使
途
は
。

答　
現
在
村
内
12
箇
所
で
道

路
と
水
路
の
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　

不
足
す
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
補
正
を
組
ん
だ
。

問　
住
宅
修
繕
料
２
１
０

万
円
。
補
修
の
内
容
は
。

答　
村
営
住
宅
で
今
後
退
去

さ
れ
た
分
の
リ
フ
オ
ー
ム

代
。

問　
消
防
屯
所
建
築
工
事

27
万
６
千
円
の
内
容
は
。

答　
蒜
生
の
農
耕
セ
ン
タ
ー

の
敷
地
内
用
地
が
盛
り
土
の

た
め
地
盤
の
補
強
が
必
要
。

　

地
盤
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

修繕された階段

蒜生の消防屯所新築場所

項　目 金　額 項　目 金　額

歳入
地方交付税 ���13,911� 財調繰入金 ���▲47,000�

繰越金 ��109,547� 村債 ����▲�5,538�

歳出
総務費 89,933 農林水産費 ▲6,432�

民生費 �����6,236� 商工費 ▲7,219�

（単位：千円）

予算がふえたよ。
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な
い
の
は
。

答　
合
計
で
合
致
し
て
い

る
。

問　
村
長
選
無
投
票
の
補

正
は
。

答　
３
月
に
予
定
。

問　
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
シ
ス
テ
ム
改
修
業
務
委
託

料
４
８
８
万
５
千
円
の
内
容

は
。

答　
幼
児
教
育
無
償
化
に
対

応
す
る
も
の
。
通
知
や
児
童

の
管
理
。
全
額
国
が
負
担
。

契
約
の
相
手
方

　
和
田
自
動
車
株
式
会
社

代
表
取
締
役　
和
田
純
一

小
林
議
員　
消
防
小
型
動
力

ポ
ン
プ
積
載
車
２
台
及
び
小

型
動
力
ポ
ン
プ
４
台
で
２
０

７
７
万
９
２
０
０
円
。
予
算

書
よ
り
も
低
い
の
は
過
大
見

積
り
か
。

敷
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
敷
の
た

め
壊
し
て
除
去
・
処
分
す
る

も
の
。

塩
澤
議
員　

農
業
次
世
代

人
材
投
資
事
業
補
助
金
２
２

５
万
円
の
使
途
は
制
限
さ
れ

る
の
か
。

答　
企
業
を
や
め
て
就
農

し
、
県
の
審
査
で
認
定
さ
れ

た
。
補
助
金
の
使
途
に
つ
い

て
は
限
定
さ
れ
な
い
。

車
田
議
員　

農
業
振
興
費
、

備
品
購
入
費
、
農
産
物
サ
ン

プ
ル
13
万
１
千
円
の
内
容
は
。

答　
生
食
が
な
い
時
に
Ｐ
Ｒ

す
る
、
さ
る
な
し
の
実
の
サ

ン
プ
ル
。

大
和
田
議
員　

学
校
管
理

費
、玉
一
小
14
万
３
千
円
と
、

須
釜
小
９
万
９
千
円
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
改
修
業
務
委
託
料

の
内
容
は
。

答　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
開
設

済
だ
が
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ

プ
の
た
め
に
委
託
。

　

須
釜
中
は
開
設
し
て
あ
る

が
、
泉
中
は
こ
れ
か
ら
開
設

す
る
。
そ
の
た
め
の
初
期
費

用
で
15
万
４
千
円
。

問　
泉
中
学
校
管
理
備
品

１
１
１
万
６
千
円
の
中
身

は
。

答　
石
油
暖
房
器
３
台
更
新

と
シ
ュ
レ
ッ
タ
ー
の
刃
が
劣

化
し
た
た
め
更
新
す
る
も

の
。

問　
体
育
館
費
、
修
繕
料

２
７
３
万
４
千
円
の
中
身

は
。

答　
ア
リ
ー
ナ
の
ブ
ラ
イ
ン

ド
３
枚
が
故
障
し
、
開
閉
が

出
来
な
い
。
防
火
シ
ャ
ッ

タ
ー
の
修
繕
。
照
明
灯
の
取

替
え
。

小
針
議
員　

選
挙
費
で
３

ペ
ー
ジ
と
18
ペ
ー
ジ
が
合
わ

答　
過
大
見
積
り
で
は
な

い
。
一
括
入
札
の
結
果
に
よ

る
も
の
。

塩
澤
議
員　

問　
そ
れ
ぞ
れ
１
台
ご
と

の
金
額
は
。

答　
資
料
が
手
元
に
な
い
の

で
後
で
配
付
し
た
い
。

8618万9千円増額し、総額41 億 2470万3千円とした
令和元年度 一般会計補正予算

議
案
第
51
号

消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積

載
車
及
び
小
型
動
力
ポ
ン

プ
売
買
契
約
の
締
結

小型動力ポンプ 消防小型動力ポンプ積載車

ブラインドが故障している文化体育館アリーナ



玉川村議会 ９月定例会
審議議案一覧　　全会一致で賛成のため個別の賛否は省略しました
議案番号 議　案　名 採決 内　容　等

議案第39号 平成30年度玉川村上水道事業会計未処分利益剰余金
の処分及び決算の認定

可決及び
認定

　収益的収入 2億 91 万 9404 円、収
益的支出 1億 9451 万 9217 円で収支
差引 640 万 187 円の純利益
　この純利益に前年度繰越利益剰
余金 29 万 7350 円を合わせた 669 万
7537 円の未処分利益剰余金の処分
を、減債積立金に 200 万円、建設改
良積立金に 400 万円、翌年度繰越剰
余金を 69 万 7537 円とするもの

議案第40号
玉川村子ども・子育て支援法の一部を改正する法律
附則第４条第２項の規定に基づく施設等利用費の支
給の対象となる認可外保育施設の範囲の限定に関す
る条例

可決
認可外保育施設の無償化対象範囲
を国の基準を満たす施設に限定す
る

議案第41号 玉川村道路占用料徴収条例の一部を改正する条例 可決 福島県に準じて道路占用料の単価
を改正するもの

議案第42号 玉川村行政財産使用料条例の一部を改正する条例 可決 行政財産使用料に用いる消費税率
を 10％に改正する

議案第43号 玉川村農業集落排水処理施設条例の一部を改正する条例 可決 農業集落排水処理施設使用料の改
正

議案第44号 玉川村上水道給水条例の一部を改正する条例 可決 指定給水装置工事事業者更新手数
料の追加及び水道料金の改正

議案第45号 玉川村子ども・子育て支援法に基づく過料に関する
条例の一部を改正する条例 可決 P10 に掲載　

議案第46号 令和元年度玉川村一般会計補正予算（第３号） 可決 P10 ～ 11 に掲載　

議案第47号 令和元年度玉川村介護康保険特別会計補正予算（第１号） 可決
歳入歳出それぞれ 2022 万 8 千円を
追加し、予算総額を 6 億 2674 万 9
千円とするもの

議案第48号 令和元年度玉川村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決
歳入歳出それぞれ 66 万 7 千円を追
加し、予算総額を 5774 万 8 千円と
するもの　　

議案第49号 令和元年度玉川村農業集落排水事業特別会計補正予算
（第１号） 可決 款項の区分間の増減のみで予算総

額に増減はない

議案第50号 令和元年度玉川村上水道事業会計補正予算（第１号） 可決
収益的収入及び支出総額それぞれ
67 万円を追加し、予算総額を 2 億
1201 万 7 千円とするもの

議案第51号 消防小型動力ポンプ積載車及び小型動力ポンプ売買
契約の締結 可決 P11 に掲載

議案第52号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めること
適任者と
認める P ９に掲載　

議案第53号 玉川村教育委員会委員の任命の同意 同意 P ９に掲載　

認定第１号 平成30年度玉川村一般会計歳入歳出決算の認定 認定 P３～７に掲載

認定第２号 平成30年度玉川村国民健康保険特別会計歳入歳出決
算の認定 認定 P３に掲載

認定第３号 平成30年度玉川村介護保険特別会計歳入歳出決算の
認定 認定 P３に掲載

認定第４号 平成30年度玉川村後期高齢者医療特別会計歳入歳出
決算の認定 認定 P３に掲載

認定第５号 平成30年度玉川村農業集落排水事業特別会計歳入歳
出決算の認定 認定 P３に掲載

報告第３号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告 ―
P３に掲載　実質公債費比率が前年
度より1.1ポイント悪化　上水道事
業及び農業集落排水事業での資金
不足はない

※読みやすくするため、議案件名を一部省略しています。

議会を傍聴しませんか　９月定例会の傍聴人数18人（2019年累計傍聴人数39人）
次回の定例会12月中旬を予定

（12）令和元年10月24日 議 会 だ よ り



（13） 令和元年10月24日議 会 だ よ り

問　
玉
川
村
地
域
公
共
交

通
活
性
化
協
議
会
（
＊
１
）
で

は
話
し
合
い
は
で
き
た
の

か
。

答　
玉
川
村
地
域
公
共
交

通
網
形
成
計
画
（
＊
２
）
を
策

定
。
東
西
を
結
ぶ
公
共
交
通

が
な
い
空
白
地
帯
を
認
識
し

た
。

問　
公
共
交
通
路
線
バ
ス

運
行
に
か
か
る
経
費
は
。

村政 ここがききたい
村の答え

は？

一般質問：議員が村長などの執行機関に対し、行政全般にわたる施
策の状況や方針などについて、説明、報告を求めること

Ｑ東西を結ぶ公共交通路線
バスの運行について

Ａ新たな路線バスの開設は
難しい

車
くるま

田
た

幹
み き お

夫 議員
一
般
質
問

答　
バ
ス
事
業
者
が
運
行

し
収
支
を
算
出
す
る
。
村
と

し
て
算
出
は
困
難
。

問　
高
齢
者
等
の
運
転
免

許
証
返
納
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
今
後
の
対
応
は
。

答　
地
域
住
民
の
乗
り
合

わ
せ
に
よ
る
移
動
や
タ
ク

シ
ー
を
利
用
し
た
際
の
助
成

制
度
の
検
討
な
ど
、
高
齢

者
と
の
話
し
合
い
や
福
祉
部

門
、
事
業
者
と
協
議
し
検
討

す
る
。

交通に不便を　　　　　
きたしているので、

今後も検討を進めてほしい。

（
＊
１
）
玉
川
村
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
…

交
通
事
業
者
、
警
察
関

係
者
な
ど
か
ら
な
る
。

平
成
30
年
度
よ
り
開
催
。

（
＊
２
）
玉
川
村
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
…

将
来
に
わ
た
り
持
続
可

能
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た

め
の
基
本
計
画
と
な
る

も
の
。

公共交通がない矢吹小野線（南須釜字北ノ宿付近）
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有
者
と
協
議
し
な
が
ら
年
度

内
を
目
標
に
、
支
障
と
な
る

部
分
の
伐
採
等
の
安
全
対
策

を
講
じ
る
。

問　
玉
川
中
学
校
が
来
年

４
月
に
統
合
開
校
す
る
が
、

制
服
を
統
一
す
る
た
め
に

２
、
３
年
生
の
制
服
の
無
償

提
供
は
で
き
な
い
か
。

答　
現
在
着
用
し
て
い
る

各
校
の
制
服
を
着
用
し
、
無

償
提
供
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
２
、
３
年
生
の
運
動

着
の
無
償
提
供
の
理
由
は
。

答　
過
去
に
川
辺
小
学
校

が
統
合
し
た
時
に
無
償
提
供

を
し
た
経
過
が
あ
る
た
め
。

問　
今
年
４
月
の
村
長
選

挙
に
当
選
し
、
石
森
村
政
の

４
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

４
期
目
の
施
策
は
何
か
。

答　
６
月
定
例
議
会
で
所

信
を
述
べ
た
が
、
新
た
な
使

命
感
と
責
任
感
を
持
っ
て
村

政
の
運
営
並
び
に
経
営
に
当

た
る
。 Ｑ村長４期目の

　施策は
Ａ積極的な事業展開

Ｑ小学校通学路の
　安全対策は
Ａ対策を講じる

Ｑ２、３年生
　制服の無償提供は
Ａやらない

小
こ ば り

針竹
た け ち よ

千代 議員

問　
玉
川
村
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
か
ら
鈴
木
建
設
事
務

所
の
間
の
通
学
路
は
、
ア
カ

シ
ア
等
の
木
が
通
学
路
を
完

全
に
覆
っ
て
い
る
。
倒
木
及

び
、
冬
期
間
は
雪
の
落
下
の

危
険
が
高
い
。村
の
対
応
は
。

答　
私
有
地
が
多
く
、
立

木
に
つ
い
て
は
個
人
に
所
有

と
管
理
責
任
が
あ
る
が
、
子

供
達
の
通
学
路
で
あ
り
、
所

問　
対
外
的
に
あ
る
か
ら

で
は
な
い
の
か
。

答　
そ
れ
も
あ
る
。

問　
制
服
も
同
じ
で
な
い

の
か
。

答　
制
服
は
中
学
校
入
学
時

購
入
し
、
高
価
で
３
年
間
見

通
し
購
入
し
て
お
り
、
誇
り

を
持
っ
て
着
用
し
て
い
る
。

他
の
統
合
の
事
例
を
見
て
も

対
外
的
に
は
問
題
な
い
。

問　
父
兄
に
無
償
提
供
な

ら
ど
う
か
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答　
考
え
て
い
な
い
。

問　
通
学
バ
ス
の
委
託
業
者

は
決
定
し
た
か
。
ま
た
、
年

間
の
委
託
金
額
は
い
く
ら
か
。

答　
現
時
点
で
委
託
業
者

は
決
定
し
て
い
な
い
。
10
月

に
は
決
定
で
き
る
よ
う
に
作

業
を
進
め
て
い
る
。

問　
平
田
村
の
中
学
校
の

送
迎
に
は
、
７
千
万
位
の
経

費
が
か
か
っ
て
い
る
と
聞
い

た
が
、
決
定
前
に
議
会
に
説

明
し
て
く
れ
る
か
。

答　
３
月
議
会
の
中
で
説

明
で
き
る
。

問　
東
部
地
区
か
ら
の
玉

川
中
学
校
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

路
と
な
る
中
─
16
号
線
の
測

量
の
予
算
が
決
定
し
た
と
聞

い
た
が
、
今
後
の
進
め
方
は

ど
う
な
る
の
か
。

答　
予
算
の
配
分
を
受
け

て
測
量
調
査
に
着
手
す
る
。

問　
予
算
の
金
額
と
、
こ

の
金
額
で
測
量
は
全
部
で
き

る
の
か
。

答　
予
算
金
額
は
２
４
０

０
万
円
で
全
部
で
き
る
。

問　
統
合
で
決
ま
っ
た
こ

と
は
。

答　
校
歌
の
詞
が
決
ま
っ
た
。

新しい制服（玉川中学校）

伐採が待たれる通学路

一
般
質
問



（15） 令和元年10月24日議 会 だ よ り

ら
れ
る
か
ど
う
か
。

問　
他
町
の
例
を
挙
げ
れ

ば
、
法
定
外
道
路
が
町
発
注

の
業
者
に
よ
る
現
道
舗
装
が

さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
例
に

な
ら
う
考
え
は
無
い
か
。

答　
村
で
も
調
査
研
究
し

た
い
。

問　
昨
年
ま
で
請
願
件
数

は
40
件
。
う
ち
道
路
は
26
件

で
あ
る
。
年
に
２
件
、
村
単

で
実
施
の
考
え
は
。

答　
年
に
１
つ
は
道
路
整

備
を
行
い
た
い
。

Ｑ生活道路の現道舗
装について

Ａ生コン支給による
取組みを検討願う

Ｑ定住促進補助金につ
いて

Ａ補助金継続も含め
しっかりと検討する

住民生活に必要不可欠な生活道路

魅力のある村内定住

問　
竜
崎
原
作
田
地
内
、

国
道
１
１
８
号
線
か
ら
の
法

定
外
道
路
の
整
備
を
再
三
要

望
し
て
い
る
。
道
路
勾
配
、

排
水
処
理
等
の
問
題
も
あ

り
、
区
対
応
は
難
し
い
。
村

主
導
の
業
者
に
よ
る
施
工
を

強
く
望
む
。

答　
地
元
行
政
区
と
協
議
し

小
こばやし

林徳
のりきよ

清 議員

一
般
質
問

問　
移
住
定
住
、
人
口
減

少
対
策
の
一
環
の
施
策
が
功

を
奏
し
、
緩
や
か
な
減
少
と

な
っ
て
い
る
。
交
付
金
要
綱

の
施
行
期
間
は
、
令
和
２
年

３
月
31
日
ま
で
。
第
６
次
振

興
計
画
目
標
人
口
７
千
人
に

及
ん
で
い
な
い
現
状
か
ら
、

期
間
延
長
継
続
を
す
べ
き
。

答　
平
成
30
年
度
末
の
４

年
間
に
、
補
助
金
交
付
者
数

は
84
件
、
交
付
額
５
２
１
０

万
円
。
そ
の
中
で
23
件
、
84

名
が
村
外
か
ら
転
入
し
、
効

果
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
人

口
減
少
対
策
は
様
々
な
問
題

と
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、

重
要
課
題
で
あ
る
。
定
住

を
望
む
若
者
か
ら
の
反
響
は

大
き
く
、
実
施
の
効
果
は
高

い
と
認
識
し
て
い
る
。
令
和

２
年
度
に
向
け
、
人
口
減
少

対
策
に
し
っ
か
り
と
検
討
す

る
。

問　
継
続
と
理
解
し
て
良

い
か
。

答　
そ
の
考
え
で
進
め
て

行
く
。

問　
加
算
要
件
と
し
て
、

通
勤
が
遠
方
の
場
合
の
補
助

金
増
額
の
考
え
は
。

答　
施
策
の
展
開
な
ど
調

査
研
究
を
し
て
い
く
。

問　
中
古
物
件
購
入
で
定

住
に
し
た
場
合
の
補
助
金
交

付
の
考
え
は
。

答　
要
望
も
あ
る
た
め
検

討
し
た
い
。

て
生
コ
ン
支
給
の
現
道
舗
装

の
取
り
組
み
を
検
討
願
う
。

問　
３
月
の
施
政
方
針
で
、

生
活
道
路
の
安
全
と
利
便
性

向
上
に
取
り
組
む
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
あ
の
道
路
は
住

民
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
生

活
道
路
と
認
識
し
て
い
る

か
。

答　
生
活
道
路
と
把
握
し

て
い
る
。

問　
地
区
懇
談
会
に
お
い

て
、
２
件
の
道
路
舗
装
要
望

に
対
し
、
距
離
が
短
い
の
で

補
助
が
付
か
な
い
と
回
答
さ

れ
た
が
、
距
離
に
制
限
は
あ

る
の
か
。

答　
距
離
で
は
な
く
村
道

の
認
定
と
費
用
対
効
果
が
得



（16）令和元年10月24日 議 会 だ よ り

答　
取
水
か
ら
浄
水
ま
で

石
川
町
で
対
応
し
て
い
る

が
、
水
質
基
準
に
適
合
し
て

い
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。
石
川
町
で
過
去
に
町
議

会
で
水
質
調
査
の
検
討
を
し

た
と
聞
い
た
が
、
福
島
県
と

の
協
議
の
説
明
は
受
け
て
い

な
い
。
村
と
し
て
も
、
今
後

も
引
き
続
き
安
全
な
水
の
供

給
に
努
め
る
。

問　
泉
中
学
校
裏
か
ら
こ

ぶ
し
の
里
付
近
に
通
じ
る
道

路
の
拡
張
工
事
に
つ
い
て
、

幅
と
延
長
は
ど
の
く
ら
い

か
。

答　
車
道
２
車
線
、
片
側

歩
道
の
幅
員
約
10
ⅿ
の
道

路
。
延
長
は
測
量
調
査
後
に

決
定
す
る
。

問　
道
路
建
設
に
よ
っ
て

沿
線
に
は
ど
の
よ
う
な
波
及

効
果
が
期
待
さ
れ
る
か
。

答　
空
港
西
線
を
結
ぶ
計

画
。
村
外
へ
の
ア
ク
セ
ス
も

容
易
な
環
境
で
あ
る
た
め
、

定
住
に
つ
な
が
る
住
宅
建
設

な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

空港西線と結ぶ計画がある（終点：こぶしの里付近）

泉中学校裏の道路拡張（起点）

藻におおわれた湖面

問　
千
五
沢
ダ
ム
の
藻
の

大
量
発
生
は
、
水
の
対
流
が

悪
く
水
質
悪
化
に
よ
る
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
ダ
ム
を
管

理
す
る
福
島
県
と
の
協
議
は

行
っ
た
か
。

Ｑ千五沢ダムの藻の
　除去対策は
Ａ安全な水の供給に努める

Ｑ中-16号線はどのような道路と
なるか

Ａ車道２車線、片側歩道の幅員
　約10ⅿの道路

飯
いいじま

島三
さぶろう

郎 議員

問　
工
事
の
着
工
と
完
了

時
期
は
い
つ
か
。

答　
本
事
業
は
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
事
業
に

よ
り
行
い
、
今
年
度
に
測
量

調
査
を
実
施
す
る
。
早
期
に

完
成
で
き
る
よ
う
関
係
機
関

に
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い

く
。

一
般
質
問



　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が

進
み
、
耕
作
放
棄
地
が
目
立

つ
。
こ
れ
は
、
景
観
の
悪
化

と
と
も
に
害
鳥
、
害
獣
の
温

床
に
な
っ
て
い
る
。

　

最
近
数
名
の
若
い
人
が
就

農
し
、
将
来
の
農
業
に
力
強

さ
を
感
じ
て
い
る
。

問　
平
成
30
年
度
ま
で
の

５
年
間
、
耕
作
放
棄
地
面
積

Ｑ農業振興の推進は
　耕作放棄地解消は
Ａ増加している

Ｑ排水路の改修は
Ａ多面的機能支払交
付金事業で実施

塩
しおざわ

澤重
し げ お

男 議員

の
推
移
は
。

答　
合
計
２
９
１
・
７
ｈ

ａ
、
５
年
間
で
95
・
９
ｈ
ａ

の
増
加
。

　

本
年
度
村
耕
作
放
棄
地
対

策
協
議
会
が
解
散
に
な
る
。

問　
耕
作
放
棄
地
解
消
に

ソ
バ
の
栽
培
を
推
奨
し
た

が
、面
積
は
伸
び
て
い
る
か
。

答　
現
在
作
付
け
さ
れ
て

い
な
い
地
域
も
あ
る
。

問　
認
定
農
業
者
の
育
成

と
支
援
事
業
は
何
か
。

答　
施
設
園
芸
参
入
支
援

事
業
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
更

新
事
業
。
玉
川
村
認
定
農
業

者
協
議
会
支
援
事
業
。

問　
定
年
後
に
規
模
拡
大

し
、
受
託
農
家
に
な
る
例
が

多
い
。
助
成
措
置
は
。

答　
補
助
メ
ニ
ュ
ー
は
な

い
。
個
別
に
相
談
を
受
け
た

場
合
は
対
応
。

問　
退
職
者
を
担
い
手
と

し
て
育
成
す
る
施
策
は
な
い

か
。

答　
今
後
退
職
者
も
含
め
、

地
域
の
受
託
農
家
・
担
い
手

の
確
保
・
育
成
に
つ
な
が
る

施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
農
地
利
用
集
積
計
画

の
周
知
徹
底
と
、
10
ａ
当
り

の
助
成
単
価
の
引
き
上
げ

は
。

答　
本
年
度
増
加
し
て
い

る
。補
正
予
算
で
増
額
要
求
。

制
度
に
つ
い
て
は
広
報
で
周

知
す
る
。
担
い
手
農
家
に
は

直
接
連
絡
し
た
い
。
助
成
単

価
は
現
在
の
単
価
で
対
応
す

る
。

問　
５
年
間
で
５
千
円
。

10
年
間
で
１
万
円
。
年
間
で

は
10
ａ
当
り
千
円
で
は
魅
力

が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
近
隣
町
村
等
の
情
報

も
収
集
し
て
検
討
し
た
い
。

問　
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
事
業
は
本
年
度

最
終
年
度
。
次
年
度
も
継
続

さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
大
き

く
変
わ
る
点
は
。

答　
継
続
さ
れ
る
。
今
後
、

県
の
説
明
会
が
開
催
さ
れ

る
。
変
更
の
内
容
は
現
在
不

明
。

　

南
須
釜
荻
ノ
田
地
区
の
生

活
雑
排
水
路
。
鋼
製
の
排
水

路
が
劣
化
し
腐
食
に
よ
り
底

辺
が
な
い
状
態
。

　

未
改
修
箇
所
の
土
手
が
崩

れ
水
田
に
流
入
す
る
恐
れ
が

あ
る
。
住
民
よ
り
改
修
の
要

望
が
あ
る
。
要
望
書
は
区
長

を
通
し
て
提
出
し
て
あ
る
。

問　
改
修
の
計
画
に
つ
い

て
問
う
。

答　
多
面
的
機
能
支
払
い

交
付
金
事
業
に
よ
り
改
修
工

事
を
実
施
す
る
。

（17） 令和元年10月24日議 会 だ よ り

底のない水路

花一面のソバ畑

交付金事業の草刈り

一
般
質
問
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石
川
管
内
で
も
集
中
型
健
診

と
な
っ
て
お
り
、
令
和
２
年

度
か
ら
集
中
型
健
診
へ
転
換

し
た
い
。

問　
受
診
者
の
送
迎
は
行

う
の
か
。

答　
た
ま
か
わ
文
化
体
育

館
へ
の
送
迎
を
考
え
て
い

る
。
今
後
、
受
診
方
法
な
ど

の
説
明
を
行
う
。

問　
全
国
学
力
テ
ス
ト
の

目
的
は
何
か
。

答　
①
教
育
施
策
の
成
果

や
課
題
の
検
証
と
そ
の
改
善

を
図
る
②
教
育
指
導
の
充
実

や
学
習
状
況
の
改
善
③
教
育

問　
４
か
所
の
林
道
の
現

状
は
ど
う
か
。

答　
車
両
が
通
行
で
き
る

所
と
、
草
木
が
生
い
茂
り
通

行
が
困
難
な
所
が
あ
る
。

問　
今
後
の
管
理
対
応
は
。

答　
地
元
行
政
区
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
な
が
ら
、
村

道
等
と
併
せ
て
管
理
し
て
い

き
た
い
。

問　
住
民
健
診
の
目
的
は

何
か
。

問　
管
理
者
は
誰
か
。
管

理
義
務
は
何
か
。

答　
管
理
者
は
村
長
。
管

理
義
務
は
、
林
道
と
し
て
車

両
等
が
常
時
支
障
な
く
通

行
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

や
、
円
滑
な
交
通
の
確
保
。

定
期
的
に
林
道
を
巡
回
し
、

危
険
個
所
の
発
見
や
復
旧
に

努
め
る
こ
と
。

Ｑ林道の管理対応に
ついて

Ａ通行に支障がない
ようにする

Ｑ会場を１カ所にする理由は
Ａ受診者数の減少のため

Ｑ今後の方針について
Ａ総合的な学力を
　身につける

大
お お わ だ

和田  宏
ひろし

 議員

答　
疾
病
を
早
期
に
発
見

し
、
早
期
治
療
に
つ
な
げ
る

こ
と
。

問　
健
診
の
受
診
率
等
は

ど
う
か
。

答　
受
診
率
は
こ
こ
数
年

横
ば
い
で
推
移
。
県
平
均
と

比
較
す
る
と
高
い
受
診
率
で

あ
る
。

問　
現
状
の
課
題
は
何
か
。

答　
受
診
率
の
更
な
る
向

上
で
あ
る
。

問　
会
場
を
１
カ
所
に
す

る
経
過
は
。

答　
健
診
バ
ス
の
大
型
化

や
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
等
、
健

診
業
務
の
効
率
化
の
一
環
。

に
関
す
る
継
続
的
な
検
証
改

善
サ
イ
ク
ル
の
確
立
。

問　
各
学
年
、
教
科
ご
と

の
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。

答　
小
学
校
６
年
生
は
国

語
と
数
学
で
、
県
平
均
よ
り

下
回
っ
た
。
中
学
３
年
生
の

国
語
は
県
平
均
を
上
回
り
、

数
学
と
英
語
は
県
平
均
水
準

で
あ
る
。

問　
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
は

何
か
。

答　
基
礎
的
な
知
識
を
活

用
す
る
力
、
情
報
を
読
み
取

る
力
、
記
述
式
問
題
の
対
応

が
課
題
で
あ
る
。

問　
今
後
ど
の
よ
う
な
方

針
で
進
め
る
の
か
。

答　
①
教
職
員
の
授
業
力

の
向
上
②
学
習
指
導
員
の
配

置
③「
授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ト
」

を
活
用
し
た
授
業
改
善
④
児

童
生
徒
が
自
己
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
を
身
に
つ
け
る
取
り
組

み
⑤
子
供
た
ち
の
頑
張
り
や

変
化
を
受
け
止
め
、「
自
己

肯
定
感
」
が
得
ら
れ
る
よ
う

努
め
る
。

病
やまい
は早期に発見しよう

一
般
質
問
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罪
に
対
す

る
被
害
防

止
策
、
交

通
安
全
シ

ス
テ
ム
を

活
用
し
た

県
警
の
活

動
に
つ
い

て
研
修
し

て
き
ま
し

た
。

福島県警察本部の組織の説明

大型映像機器を備えている会議室

議員による被害状況調査（竜崎地内）

お詫びと訂正
　前号№ 156号に掲載のＰ３繰越明許の記事中「干ばつ」は正しくは「間伐」、Ｐ５本文３段目、定住促進事業補
助金「1600万円」は正しくは「160万円」でした。お詫びして訂正いたします。

ひらた清風中学校を
視察

台
風
15
号
の
被
害
を

　
　
　
教
訓
に
し
て

台風19号：
　　　大規模災害の発生

総
務
産
業
建
設
、文
教
厚
生
常
任
委
員
会
合
同
研
修
会 

９
／
19

10/13調査

議　会
活　動

委員会
活　動

　

各
地
で
豪
雨
や
台
風
な
ど
自
然
災
害
に
よ

る
被
害
が
多
発
し
て
お
り
、
自
治
体
の
災
害

に
対
す
る
対
応
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
日
々
の
生
活
が
安
全
に
送

れ
る
よ
う
、
防
犯
や
交
通
事
故
へ
の
関
心
も

高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
福
島
県
の
災
害
対
策
の
中

心
で
あ
る
福
島
県
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
で
、

災
害
に
対
す
る
日
々
の
備
え
や
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
教
訓
を
、
福
島
県
警
察
本
部
で
は

通
信
指
令
室
及
び
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
で
犯

　台風 19 号は東日本各地に甚大な被害をも
たらしました。
　当村議会では被害調査を実施し、村内の被
害状況を確認しました。
　また、村に対して災害の早期復旧を求める
緊急要望書を 10 月 17 日に提出しました。
　被災者に寄り添った対応が望まれます。
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野
のざき
崎　一

かずゆき
幸さん

玉川村商工会
副会長 （川辺）

古
こて ら
寺　貴

たかよし
栄さん

玉川村商工会
副会長 （中）

　質問等を読んでいると、現在村の問題点等
がわかり勉強になります。
　また、議員が調査していることや、村民の
声を聞いていることが伝わります。

　ひと昔前の議員は行政区の代表代理人の位
置にあったが、現在は立つ位置が違います。
　その意味では、村全体を見渡して活動でき
ると思います。より一層の活躍を願います。

　どこの町村も同じ悩みをかかえていると思
いますが、玉川村はほかの町村より恵まれて
いると思います。その恵まれているところを
アピールして、村を発展させていただきたい
と思います。

　村民の代表である議員の皆さんが集まる議
会では、これから地域のために、玉川村の発
展のために、より村民に寄り添った議会運営
をお願いいたします。

　村行政として、これからの高齢化、少子化
など村の基本的なものが問題になっていくと
思います。老後の希望の持てる生活環境、子
育てのしやすい環境を作り続けて人口が増加
していくような村づくりをお願いしたいと思
います。

　
今
年
も
猛
暑
続
き
の
夏
も
終
わ
り
、

稲
刈
り
の
時
期
を
迎
え
、
今
年
も
ま

ず
ま
ず
の
豊
作
が
見
込
ま
れ
て
い
た

矢
先
、
台
風
19
号
が
東
日
本
を
縦
断

し
、
本
村
に
も
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ

し
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
、
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

１
日
で
も
早
く
日
常
の
生
活
に
戻
れ

る
こ
と
を
祈
願
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
、
災
害
復
旧
に
私
ど
も
議
員

も
、
今
何
が
必
要
か
を
考
え
、
村
と

一
体
と
な
り
全
力
で
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。	

（
飯
島
三
郎
）

◦議会だよりについて◦議会に対して

◦議会に対して

◦村に対して

◦村に対して

コスモスが咲く里山


